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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗船者行方不明 

発生日時 不明（令和７年７月２０日 ０８時００分頃～２１日 １２時０８分

頃の間） 

発生場所 不明（山口県阿武町筒尾
つ つ お

海水浴場付近～同町宇田島西方沖の間） 

事故の概要  ミニボート（船名なし）は、転覆した状態で漂流しているところを

発見され、操縦者及び同乗者が行方不明となった。 

事故調査の経過  令和７年９月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で行方不明となったた

め、行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ミニボート （船名なし）、総トン数なし 

 船舶番号なし、個人所有 

 約３.００ｍ×約１.００ｍ×約０.４０ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、１.４７kＷ、不詳 

 乗組員等に関する情報 操縦者 ７７歳 

 操縦免許 なし 

同乗者 ６０歳 

 操縦免許 なし 

 死傷者等 行方不明 ２人（操縦者及び同乗者） 

 損傷 左舷サイドフロート脱落、船外機濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：水温 約２６℃ 

一般財団法人日本気象協会の日本近海波浪推算データベース*1によ

れば、本船出発地の北東方沖（北緯３４°３２′東経１３１°   

２６′）における７月２０日０８時～２１日１２時の風及び波浪推算

値は、次のとおりであった。 

 
*1 「日本沿岸局地波浪推算データベース」とは、一般財団法人日本気象協会が、気象庁から１日２回配

信される日本沿岸波浪ＧＰＶ（Grid Point Value：格子間隔６分（約１０km））を地形による遮蔽効

果と局所的な風波を考慮に入れて２分格子間隔（約３.７km）の値に再計算したものをいい、毎日１

時間ごとの推算値が算出されている。 
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阿武町には、７月２０日１６時２０分に強風注意報が発表され、 

２１日０４時０８分に解除された。 

日没時刻：１９時２５分頃 

日 時刻 風向 平均風速 

（m/s） 

有義波高*2 

（ｍ） 

２０日 ０８時 南南東 ３.７ ０.０９ 

１０時 南 ３.３ ０.０８ 

１２時 南 ５.１ ０.０７ 

１４時 南 ６.６ ０.０７ 

１６時 南 ６.０ ０.０６ 

１８時 南南東 ５.２ ０.０６ 

２０時 南 ４.６ ０.０５ 

２２時 南南東 ８.２ ０.０５ 

２１日 ００時 南南東 ７.８ ０.０４ 

０２時 南 ６.６ ０.０４ 

０４時 南 ５.８ ０.０７ 

０６時 南 ５.７ ０.１３ 

０８時 南 ４.４ ０.１０ 

１０時 南南西 ３.２ ０.０７ 

１２時 南南西 ４.４ ０.０５ 

 事故の経過 本船は、操縦者及び同乗者１人が乗り、令和７年７月２０日０８時

００分頃、釣りの目的で筒尾海水浴場を出発した。 

操縦者及び同乗者と一緒に筒尾海水浴場にキャンプに来ていた知人

（以下「知人」という。）は、本船の船尾部に操縦者が、中央部に同

乗者がそれぞれ座り、操縦者が船外機を操作して筒尾海水浴場のある

入江を出て北方に向かって行くのを見た。 

知人は、本船が１７時頃になっても戻らなかったので、操縦者及び

同乗者の携帯電話に電話を掛けたところ、操縦者の携帯電話はつなが

らない旨の音声ガイダンスが流れて応答がなく、同乗者の携帯電話は

呼出音が鳴るのみで応答がなかった。 

知人は、その後、何回も操縦者及び同乗者の携帯電話に電話を掛け

たが、つながらない状態が続いたので、２２時５５分頃、本船が出発

したまま戻ってこないことを１１８番通報した。 

操縦者及び同乗者は、海上保安庁の巡視艇及び航空機、警察並びに

消防による捜索が行われ、２１日１２時０８分頃、本船が、宇田島西

方沖約３６０ｍの海上で、転覆し無人の状態で漂流しているところ

 
*2 「有義波高」とは、ある地点で連続する波を観測したとき、波高の高い方から順に全体の１／３の個

数の波を選び、これらの波高の平均値をいう。 
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を、巡視艇によって発見され揚収された。 

操縦者及び同乗者は、その後も海上保安庁の巡視艇、航空機等に

よって捜索が行われたものの、発見されず、行方不明となっている。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

 その他の事項 (1) 操縦者及び同乗者に関する情報 

① 操縦者は、船舶所有者から本船を借りて釣りの目的で使用し

ており、令和６年５月頃から４、５回使用していた。 

② 知人によれば、本船が出発する際、操縦者及び同乗者の健康

状態は良好に見えた。 

③ 知人によれば、操縦者及び同乗者は、出発時、いずれも腰巻

きタイプの自動膨張式救命胴衣を着用していた。 

④ 本船発見後、操縦者の携帯電話は発見されず、また、同乗者

の携帯電話は、同乗者が筒尾海水浴場付近に停めていた自家用

車の中にあることを警察が発見した。 

(2) 本船に関する情報 

① 本船は、ミニボートと呼ばれる船舶検査及び小型船舶操縦免

許が不要な定員２人の船舶であり、船尾部に船外機が、船体両

舷にサイドフロートが取り付けられていた。 

山口県 

本船発見場所 

（令和７年７月２１日 

１２時０８分頃） 

宇田島 

本船出発地 

（筒尾海水浴場） 

阿武町 
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② 本船発見時、本船は、左舷側のサイドフロートが脱落してお

り、その後、発見されなかった。また、船体及び船外機に損傷

はなく、他船等と衝突した痕跡もなかった。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（揚収後、海上保安庁提供） 

 

③ 本船の乾舷（海面から舷縁までの高さ）は、約２５cm であっ

た。 

(3) ミニボートの事故防止対策 

海上保安庁のウォーターセーフティガイド*3には、ミニボートの

事故防止対策について、次の旨記載されている。 

・ミニボートは、船体が小さく軽量であるため、揺れやすく不安

定な特徴を持ちます。また、重心が高くなるほど、ボートが傾

いた際の復原力（水平姿勢に戻ろうとする力）が失われ、船体

は簡単に大きく傾き、浸水や転覆する危険性が高まります。 

・ミニボートの船上で立ち上がると、重心が高くなったボートは

揺れやすくなり、バランスがうまくとれなくなって、海中に転

落してしまう等の危険があります。安全のため、ミニボートの

上では立たないようにしましょう。また、ミニボート内を移動

するときは、バランスに注意しながらできるだけ低い姿勢（四

つん這い）で動きましょう。 

・ミニボートが安全に航行できる範囲は、乾舷の高さ（水面から

船縁までの高さ）の半分以下である波高２０㎝くらいまで、風

速では４m/s 以下を目安と考えてください。また、海上で風や

波が出てきた場合は、早めに帰航するようにしましょう。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 

不明 

不明 

不明 

 
*3  海上保安庁 ウォーターセーフティガイド https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/index.html 

右舷側の 

サイドフロート 

（取り外された状態） 
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 判明した事項の解析 操縦者及び同乗者は、行方不明となった。 

操縦者及び同乗者は、２０日０８時００分頃に筒尾海水浴場を出発

した後、２１日１２時０８分頃に本船が転覆して無人の状態で発見さ

れたことから、この間において落水したものと考えられる。 

本船は、波や風を受けて船体が動揺するなどした際、操縦者及び同

乗者がバランスを崩して落水した可能性があると考えられるが、目撃

者がおらず、客観的情報も得られなかったことから、その状況を明ら

かにすることはできなかった。 

原因 本事故は、本船が波や風を受けて船体が動揺するなどした際、操縦

者及び同乗者がバランスを崩して落水したことにより発生した可能性

があると考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・ミニボートは乾舷が小さく、不安定で揺れやすく、波や風を受け

た際に傾き、浸水や転覆する危険性があるので、ミニボートの乗

船者は、乗船位置や積載物の配置に注意し、船上では立ち上がら

ず低い姿勢を保つこと。 

 


